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産業振興貢献賞 

車載用回転センサーに使われる起励用プラスチックマグネットの開発 
株式会社タケチ 
所在地：愛媛県松山市中野町甲９３６ 
代表者：代表取締役 武智 義加 
創立：昭和３２年（１９５７年） 
資本金：9,800万円 
 
 
 

 
功績 
自動車用エンジンのカム・クランクシャフトの回転数や回転

角度を検出することができる起励用プラスチックマグネット

を開発した。 
このマグネットは車載用回転センサーの先端に組み込まれ、

ターゲットであるロータ歯車との間に精密で均一な磁気回路

を形成しているため、ロータ歯車の回転による歯車の山谷時の

磁力線の変化によって、回転数・回転角度を正確かつ安定して検出することができる。 
さらに、ポリフェニレンサルファイド樹脂（ＰＰＳ）を使っているため、高温・低温（１７

５℃・－４０℃）やグリースの中といった劣悪な環境の中でも使用可能である。 
 

URL： http://www.takechi.co.jp/ 
TEL： 089-963-1311 
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新規エレクトロスピニング法によるナノファイバー不織布の開発 
広瀬製紙株式会社 
所在地：高知県土佐市高岡町丙５２９ 
代表者：代表取締役 小松 茂彦 
設立：昭和３３年（１９５８年） 
資本金：2,000万円 
 
 
 

 
功績 
低コストでの大量生産が困難であったエレクトロスピニン

グ法（電界紡糸法）によるナノファイバー製造において、その

紡糸方法に画期的な新技術を採用することにより、低コストの

ナノファイバー製造を可能にした。 
これまでの不織布では到達不可能な特性（小さな孔径サイズ、

狭い孔径分布）が達成可能となり、高性能フィルターや新型２

次電池用セパレータ等への応用展開が可能となった。 
 

URL： http://www.hirose-paper-mfg.co.jp/ 
TEL： 088-852-2161  
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優秀技術賞 最優秀賞 

効率的な超音波霧化分離装置の開発・実用化 
霧化分離研究所 株式会社本家松浦酒造場 
所在地：徳島県鳴門市大麻町池谷柳ノ本十

九番地 
代表者：代表取締役 松浦一雄 
創業：文化元年（１８０４年） 
資本金：1,000万円 
 
 
 

 
功績 
これまで化石燃料を燃焼させて駆動していた蒸留・蒸発装置

にかわる高効率で環境に優しい超音波霧化分離装置の開発に

成功した。 
従来の分離コストを２０％以上低減できる、温暖化ガス排出

負担が少ない、稼動・停止が短時間に行える、加熱せずに分離

濃縮できるため品質保持できる・作業上の安全が確保される、

などの優れた点がある。 
 

URL： https://www.shumurie.co.jp/ultrasound/index.html 
TEL： 088-689-1190 
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優秀技術賞 優秀賞 

Ｏｎｅ－ｐｏｔで３成分連結が可能な炭素付加剤ＭＡＣ反応剤の開発 
増田化学工業株式会社 
所在地：香川県高松市朝日町４丁目１２番

地５２号 
代表者：代表取締役社長 増田 隆文 
設立：昭和１０年（１９３５年） 
資本金：3,000万円 
 
 
 

 
功績 
徳島大学根本准教授が開発した、化合物の構造上に炭素を導

入する反応剤として極めて有用なＭＡＣ（Ｍａｓｋｅｄ Ａｃ

ｙｌ Ｃｙａｎｉｄｅ）反応剤について、量産手法の開発を行

い、事業化に至った。 
従来３段階の合成手順と原料の投入順序等について厳しい

条件が必要であったが、本剤では穏和な条件で高収率に、しか

も、原料の投入について細かい手順を必要としない１段階反応（ワンポット）で行うことがで

きる。 
 

URL： http://www.mc-ind.co.jp/ 
TEL： 087-851-3107  
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自動車前照灯用水銀フリーＨＩＤランプの長寿命化ならびに商品化 
ハリソン東芝ライティング株式会社 
所在地：愛媛県今治市旭町５－２－１ 
代表者：代表取締役社長 櫻井 寿春 
設設：昭和１９年（１９４４年） 
資本金：41.1億円 
 
 
 

 
功績 
環境負荷物質である水銀（Ｈｇ）を含まない自動車前照灯用

ＨｇフリーＨＩＤランプをより長寿命化し、Ｈｇ入りＨＩＤラ

ンプと同等の初期特性、寿命特性を実現させた製品を開発し、

その販売を開始した。 
 
 

URL： http://www.htl.co.jp/ 
製品問合せ窓口： 営業推進部 営業推進担当 03-5783-5928  
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優秀技術賞 （独）産業技術総合研究所 四国センター所長賞 

溶接開先を無くし、溶接歪の少ない溶接方法の開発 
株式会社香西鉄工所 
所在地：香川県高松市春日町 1286-10 
代表者：代表取締役社長 香西 薫  
設立：昭和２９年（１９５４年） 
資本金：2,400万円 
 
 
 
 

 
功績 
溶接歪等が発生し易いステンレス鋼の溶接において、歪の発

生は構造寸法精度に大きく影響するだけでなく、外観を大きく

損ねる問題がある。この溶接歪を大きくする一因として、溶接

開先がある。 
この溶接開先を取らずに溶接歪を抑えて施工できる溶接施

工方法をマスターすると共に、新しくＴ継手及びＬ継手の溶接

方法を開発した。  
 

URL： http://www.kozai-iron.co.jp/ 
TEL： 087-843-1177  
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高温耐磨耗性に優れた特殊アルミニウム青銅鋳物合金「ＤＺ４００」の開発 
道前工業株式会社 
所在地：愛媛県西条市楢ノ木姥ヶ橋３７７番

地 
代表者：代表取締役 真鍋 隆太 
創業：昭和４２年（１９６７年） 
資本金：1,000万円 
 
 
 

 
功績 
アルミニウム青銅鋳物（ＣＡＣ７０３）をベースに、引張強

さ６００Ｎ／mm2以上、ブリネル硬さＨＢ２１０以上、伸び
３．０％以上を満足する合金組成を見出すことで、ＪＩＳを超

える高温耐磨耗性に優れた特殊アルミニウム青銅鋳物合金「Ｄ

Ｚ４００」を開発した。 
高温耐磨耗性を必要とする摺動部品（ブッシュ、ライナーな

ど）の材料に適しており、熱延工場のライナー材や鍛造機でのフィールド実績でも、従来の高

力黄銅鋳物や鉛青銅鋳物に比べ寿命が大幅（２～３倍）に向上した。  
 

URL： http://www.dozen.co.jp/ 
TEL： 0897-57-9083  
 
 

繊維におけるオゾン漂白加工技術の開発と普及 
有限責任事業組合オゾン漂白協会 
所在地：愛媛県今治市衣干町３－３－２９ 
 
URL： http://www.ozone-bleach.com/ 
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技術功績賞 最優秀賞 

簡易地盤支持力試験機「エレフット」の研究開発及び実工事での活用拡大 
ランデックス工業株式会社 
所在地：香川県高松市多肥上町３１６－１ 
代表者：代表取締役社長 中山 憲士 
設立：平成元年（１９８９年） 
資本金：1,000万円 
 
 
 

 
功績 
地盤の支持力を求める従来法である平板載荷試験が実施で

きないような狭隘な場所においても、地盤支持力を簡易かつ迅

速に確認できる簡易小型支持力試験装 置「エレフット」を開
発した。香川大学との共同研究により性能評価を行い高精度化

に努め、現在、公共工事や民間工事において使用実績が飛躍的

に拡大している。 
 

URL： http://www.landex.co.jp/ 
TEL： 087-815-5222 
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技術功績賞 優秀賞 

磁気法によるコンクリート構造物用「鉄筋破断非破壊診断装置」の開発と事業化 
株式会社四国総合研究所 
所在地：香川県高松市屋島西町２１０９番地

８ 
代表者：代表取締役社長 新田 芳樹 
設立：昭和６２年（１９８７年） 
資本金：１億円 
 
 
 
 

 
功績 
コンクリート柱や道路橋橋脚等において、コンクリート内の

鉄筋破断の事例が複数報告されるなど問題となっているが、磁

気を利用した方法（磁気法）を新た に考案し、鉄筋破断を非
破壊で、簡単、正確に診断できる装置として、コンクリート柱

用の「ＣＰチェッカーＭ」、道路橋橋脚等の一般コンクリート

構造物用の 「Ｍ．ＥＹＥチェッカー」を開発、事業化した。 
本製品は、エネルギー、情報・通信、交通関連など全国１５社以上の企業において、２００

台以上が活用されている。 
 

URL： http://www.ssken.co.jp/ 
TEL： 087-843-8111 
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純木製ハンドルの製品化と拡販による新規自動車内装材産業の創出 
ミロクテクノウッド株式会社 
所在地：高知県南国市篠原 537番地 1 
代表者：田中勝久 
設立：平成１１年（１９９９年） 
資本金：80,000千円 
 
 
 

 
功績 
天然素材である木材を、品質のバラツキを克服するための徹

底した水分管理・密度管理・木材物性製品性能評価技術、工業

材料化するに当たってネックとなる 残留応力（狂い）の除去
技術の開発、自動車に要求される各種性能特に衝突安全性（ト

ルソー試験）に優れた加工技術の開発により、自動車内装材の

製品化と拡 販を行い、四国に自動車内装材産業の新たな地位
を確立した。 

 
URL： http://www.miroku-jp.com/((株)ミロク殿のページ) 
TEL： 088-880-6713  
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技術功績賞 （財）四国産業・技術振興センター 理事長賞 

地域産業活性化のための香酸柑橘用内外皮分離機の開発 
株式会社井河鉄工所 
所在地：徳島県小松島市芝生町字内開３８ 
 
URL： http://www.ikawa-ironworks.co.jp/ 
 
 
 
 

「差圧解消ドア」の開発 
日本フネン株式会社 
所在地：徳島県吉野川市川島町三ツ島新田

179-1 
代表者：代表取締役社長 久米 徳男 
設立：昭和４９年（１９７４年） 
資本金：3億 1,400万円 
 
 
 
 

 
功績 
マンション用玄関ドアにおいて、従来から求められている各

種性能（防犯性・遮音性・断熱性・意匠性等）を高いグレード

で保持しつつ、中高層マンションにおける室内外の圧力差を緩

和できる機能を付加したドアを開発した。 
本機能により、老人や子供など力の弱い人でも容易にドアを

開けることができるようになった。 
 

URL： http://www.nihonfunen.co.jp/ 
TEL： 0883-25-4660  
 



- 12 - 

 

ＩＴヘルスケアシステムの開発・事業化による仮想運動市場の創出 
株式会社ＶＲスポーツ 
所在地：香川県高松市林町 2217-20 香川大学工学部 内 
 
URL： http://www.vrsports.net/ 
 
 
 
 

塩分濃度１％の塩水から製氷可能なスラリーアイス製造システムの開発 
株式会社泉井鐵工所 
所在地：高知県室戸市浮津 18番地 
代表者：代表取締役社長 泉井 安久  
設立：大正１２年（１９２３年） 
資本金：4,360万円 
 
 
 
 

 
功績 
スラリーアイスは製氷に用いる塩水などの塩分濃度を調整

することで容易に温度管理が可能となるが、すでに実用化され

ている製氷装置は塩分濃度２％以上の 塩水からでしか製氷で
きず、この濃度の塩水から製氷したスラリーアイスでは魚介類

の凍結点以下の温度帯となり魚体の部分的な凍結や目の白濁

などの課題が あった。 
そこで、国内初となる塩分濃度１％の塩水から製氷可能なスラリーアイス製造装置の開発に

取り組み事業化を達成した。製氷したスラリーアイスは温度が約－０．８℃であり、魚介類を

凍結させることなく高鮮度管理が可能となる。 
 

URL： http://www.izuitekkou.co.jp/ 
TEL： 0887-23-2111  
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審査委員会特別賞 

西日本初香川衛星ＳＴＡＲＳ開発における地域技術による宇宙開発 
国立大学法人香川大学 
所在地：香川県高松市林町 2217-20 
代表者：准教授 能見 公博 
 
 
 
 
 
 

 
功績 
世界的に先駆的・独創的な「テザー宇宙ロボット」の技術実

証を目的とし、香川衛星ＳＴＡＲＳの開発を地域宇宙技術によ

り実施した。これより、四国地方を 中心とする地域企業の宇
宙開発への参入が達成され、地域技術の発掘および活用が実施

できた。また、地域企業が大学と連携して技術開発を行うこと

により、実 務レベルの地域宇宙技術開発を実践した。 
 

URL： http://stars1.eng.kagawa-u.ac.jp/ 
TEL： 087-864-2000 
 


